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流量データ配信システム構築の報告 
 










取得し、そのデータのみを KUINSⅢ内にあるデータ配信サーバに FTP 転送し、データ配




図 1 流量データメール配信システム構築図 
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ただし、淀川河川事務所のネットワークと KUINS 系ネットワークは物理的、論理的
に切り離すため、データ中継サーバと KUINS 系とのネットワーク間には、FireWall を






タ中継サーバに CSV 形式(フィールド間は「,」区切り)にてデータを「10 分間隔」
でテキスト保存する。 
2. 作成された CSV 形式の流量データを、データ中継サーバからデータ配信サーバへ、
差分データのみ、Windows のタスクスケジューリング機能によって自動 FTP 転送す
る。 具体的には、FTP プログラムを使用して、FireWall を介して、DMZ のデータ
配信サーバに「3 分間隔」で自動送出し、ミラーリングを行う。 






以上、3 つの手順を得て、国土交通省河川流量データベースから最新の 10 分流量デ
ータを、DMZ 内のデータ配信サーバからメール配信する役目を果たしている(図 2 参照)。 
 
図 2 流量データのメール配信の流れ 






と考えた。セキュリティ対策の実施は以下の 2 つである。 
（1）セキュリティルール 
河川ネットワークと KUINS ネットワークとの間に Firewall を設置し、データ送受
信ルールを決め、ポートフィルタリング、IP フィルタリングを実施する。 
図 3 のように、同時方向データ送受信が可能なのは、「KUINS と DMZ 間」の通信の
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ある。 
（1） 国交省流量データベーステーブルへの ODBC 経由でアクセス許可を得る。 
（2） データベースから SQL 命令にて、流量 10 分データを取得する。 
（3） 取得した流量データは、フィールドごとに「,」で区切った CSV ファイルに保存
する。なお、データ取得のログは、ローカルに MySQL データベースサーバをイ
ンストールし、log テーブルにデータ取得毎に記録していく（図 4 参照）。また、
http://localhost/phpMyadmin/にアクセスすることにより、ローカルにインス










下にコマンドプロンプトにおける route コマンドの使用方法を記述する。 
「route コマンド」 
route[ -f][ -p][ PRINT| ADD| DELETE| CHANGE[ 宛先 IP アドレス][ MASK サブネッ
トマスクアドレス[ ゲートウェイ IP アドレス][ METRIC メトリック数][ IF インター
フェース名]] 
＜主要コマンド＞ 
route print ルーティングテーブルを表示する。 
route add 経路を追加する。 
route delete 経路を削除する。 
route change CHANGE すでに登録されている経路を変更する。 






ど優先順位が高い）を 1～9999 までの範囲で指定する。指定の際には、metric 1 の
ように、「metric」を付与する）、経路が割り当てられるインターフェース（「route PRINT」





























ラムの実行を行っているが、VC や VB などの実行ファイル形式のプログラムの場合は、
タスクスケジュールなどを使用して 10分間隔で実行ファイルを動作させる必要がある。 
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図 5 データ取得プログラム 
 
 
図 6 データ取得後のファイル保存 
 
 
 ブラウザを定期的に自動更新してくれる IE 表示自動更新くんの設定に関しては、手
動で行う必要がある。まず、起動したら、IEControl.exe をダブルクリックして、起
動させる。その後は、右下に起動マークが表示されるため、そのマークのところで、
右クリック→開くを押すと、自動更新専用の IE ブラウザが立ち上がる（図 7 参照）。
この後、例えば本システムのように 10 分毎にずっと実行させ続けておくためには、図





図 7 IE 自動更新君の起動 
 
 
図 8 IE 自動更新君の自動更新設定 
 
 
3.2 FTP 定期データ中継の自動設定 
 データ中継サーバには、起動毎に、別の PCのフォルダ上に同じファイルがなければ、
ミラーリングデータ FTP 転送するソフトウェア「FTP_test.exe（作成者：山崎）」が導
入されている。この FTP データ中継ソフトを定期的に（本システムでは 10 分間隔）実
行させるためには、Windows のタスク機能を使用する（図 9 参照）。タスク機能の設定
は、コントロールパネル内にあり、そこで図 10 のように、10 分間隔、24 時間ずっと
繰り返し実行設定すると、OS が起動している限り、FTP は定期的に実行される。 
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図 9 FTP のタスクスケジューリング機能 
 
 
図 10 FTP の定期実行詳細設定 
 
もし、FTP 転送がうまくいってない場合は、データ配信システムの FTP 受付ができて
いないか、データ配信システム先のアドレス設定をきちんとしていない可能性がある。 
 









（1） TinyFTPDeamon にて、データ中継サーバからの FTP データ中継を受け付ける。 







4.1 TinyFTPDeamon の設定 
TinyFTPDeamon は、Windows 上で、FTP サーバを簡単に設置できるフリーソフトであ




図 11 TinyFTPDeamon プログラムの起動状況 
 
 















(1) sendmail.ini の設定 
 このファイルはメール送信するために必要な設定ファイルである。SMTP サーバや監
視フォルダの指定はこのファイルで行う。 
(2) Rctps1.ini の設定 
 このファイルは、送信するメール本体の部分に含まれる情報を記述するための設定フ
ァイルである。From や題名、メール本文はここで設定する。 
(3) Rctps1.txt の設定 
 このファイルは、送信先のアドレスを指定するための設定ファイルである。To に使用










図 13 添付ファイル付きメール送信プログラムの起動状況 
 
5. システム構築にあたって 
 今回のシステム構築は、これまで学んできた情報技術を実践で活かすうえで、とて
も勉強になったと思います。今後はこのシステムによって配信される防災システムが
一般の方にも分かりわすいような見せ方を考えております。 
本システム構築にあたって、プロジェクトを持ちかけて頂いた立川先生（現在は工
学研究科・都市環境工学専攻・水文水資源工学分野に異動）、佐山先生を始め、御支援
頂いた皆様方に、ここに記して心より厚く御礼申し上げます。 
